
　古来、日本と中国の僧侶たちの間には往来がありましたが、中世の禅僧間においてはより活発な交流が行われました。  栄西や
円爾といった著名な禅僧をはじめ、この時期に海を渡った日本人留学僧は 200 人以上にもなります。
　その様子は、師から弟子へと書き与えられたものなど、彼らが書いた墨蹟からも知ることができます。中でも漢文体で書かれ
た手紙を意味する尺牘には、中国留学中に知り合った禅僧どうしの友情や、師弟間の絆の強さが記されています。個性豊かで独
特な書風が見られる墨蹟は、高僧の遺徳がしのばれるものとして大切にされ、現在まで伝えられました。
　絵に施された賛からも禅僧たちの親交がわかります。日本の禅僧は、中国の文人にならって文化サークルを形成して集い、グルー
プに属する僧たちで詩を詠み交わしたのでした。そして仲間とともに水墨画を鑑賞して賛を付し、詩と絵とによる素晴らしい作
品を誕生させています。また禅僧には、高名な雪舟のように絵画制作を専門とした人がおり、画僧と呼ばれました。彼らの中には、
画技の習得のため足利将軍家御用の同朋衆のもとで修業を行った者もいました。
　本展では、禅僧たちの交流の中で生まれた墨蹟と水墨画の名品約 50件をお楽しみいただきます。
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蔣摩訶が、布袋和尚は弥勒菩薩の化身だと確信を得た際の情景
を絵画化したもの。禅僧でもあった因陀羅は、墨の濃淡をいか
した独特な画風で描いている。賛者の楚石梵琦は、当時の中国
国内外から絶大な支持を得ていた禅僧で、日本からも多くの修
行僧がそのもとに集った。

国宝　布袋蔣摩訶問答図　

因陀羅筆　楚石梵琦賛　　

１幅　紙本墨画・墨書

中国・元時代　14世紀　

根津美術館蔵

中国僧・無学祖元は、北条時宗の招きで来日し、鎌倉・建長寺の住持をつとめ
円覚寺の開山となった。本作は無学が、上野・長楽寺の住持であった一翁院豪に、
嗣法の証として法衣を授け、それを偈（詩）に詠んで書き与えたもの。

無学祖元墨蹟　附衣偈断簡
1幅　紙本墨書
日本・鎌倉時代

弘安 3年（1280）
根津美術館蔵

江天遠意図　
伝 周文筆　大岳周崇ほか賛　　　
１幅　紙本墨画淡彩
日本・室町時代　15世紀
根津美術館蔵
　
　

剣門妙深墨蹟　尺牘
１幅　彩箋墨書

中国・南宋時代　淳祐 9年（1249）
常盤山文庫蔵
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中国僧・剣門妙深が京都・東福寺開山の円爾に宛てた手紙。共通の師である無準
師範の訃報とその遺言を記している。円爾が帰国してからも、師弟間の交流が続
いていたことが窺える。

詩と絵からなる掛幅は、詩画軸とも呼ばれる。大岳周崇をはじめ、12人もの禅僧がこの
絵を鑑賞し、詩を寄せた。室町時代の禅僧たちが楽しんだ文化サークルの様子がうかが
える。静かな山あいの水辺にひっそりと建つ茅屋。この絵には、彼らにとって日常を離れ
た理想の情景が描かれている。
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青磁浮牡丹尊式瓶
1口　龍泉窯　施釉陶器
中国・南宋～元時代　13-14 世紀
根津美術館蔵

浮牡丹文が特徴の瓶で、13～ 14世紀頃に中国・龍泉窯で焼かれたもの。鎌倉時代に創建
された金沢八景の称名寺や足利の鑁阿寺などには大型の類品が伝世している。
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山水図　拙宗等揚筆　　　
１幅　紙本墨画淡彩
日本・室町時代　15世紀
根津美術館蔵　小林中氏寄贈　

　

有名な画僧雪舟が、改号前に描い
た作品。雪舟は後の画師に多大な
影響を与えた。画面手前には大き
な岩や松下に建物が描かれ、水面
を隔てて遠山が配された典型的な
山水図である。

龍虎図屏風　雪村周継筆　　　
６曲１双　紙本墨画
日本・室町時代　16世紀
根津美術館蔵

雪舟に私淑したといわれる雪村は、幼少時から禅寺へ入り養育を
受けた。各隻には雲を呼ぶ龍と風を起こす虎を、力強い筆線で抑
揚豊かに描く。波頭には雪村画に共通の表現がみられる。
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同時開催展

切りとられた小袖 ―辻が花から広がる世界―

今も昔も服飾は流行の中心をなしてきました。
桃山時代から江戸時代初期のファッションの変化
を、小袖裂を通してご覧いただきます。

名残の茶　

一年間楽しんだ前年の茶や、初夏より慣れ親しん
だ風炉はこの時期で使い納め。その名残を惜しみ、
寂びた茶道具約 20件を取り合わせます。

白地に紫と藍の濃淡が目に清々し
い。意匠はそれぞれ異なる技法で
表されており、技巧性に富む。色
調や技法の特徴から武家好みと考
えられる。

扇丸草花模様裂
1枚
日本・江戸時代　17世紀
根津美術館蔵

おうぎまるくさばなもようきれ　

江戸時代の陶工・尾形乾山作の
細水指。四面のうち、二面には
茄子５つを描き、もう二面には
詩文を書きつけている。

銹絵茄子文細水指
尾形乾山作
1口　施釉陶器
日本・江戸時代　18世紀
根津美術館蔵
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＜海を渡る僧侶たち＞
古来、日中間には人々の往来があり、
遣唐使廃止後もその交流は続いてい
ました。禅僧たちの主な航海のルー
トは、九州・博多と中国・明州（今の
寧波）とをそれぞれ発着地として東
シナ海を渡るものでした。 京都・東
福寺開山の円爾の場合は、往路は日
本を出てから 10日程の航海でした
が、復路は天候に恵まれなかったた
め約 2カ月かかり、さらに船団を組
んでいた３艘のうち２艘が沈没する
という、厳しい命がけの航海でした。
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           「禅僧の交流－墨蹟と水墨画を楽しむ―」
根津美術館
2018年9月1日(土)～10月8日(月・祝)
午前10時～午後5時
 ［入館は午後4時30分まで］
毎週月曜日(9月17日、24日,10月8日を除く）、ならび
に9月18日（火）、9月25日（火）。
一般1100円（900円） 学生800円（600円） 
(  )内は20名以上の団体料金、
中学生以下無料
一般900円  学生600円
 ※ 2018年5月24日(木)～7月8日(日) 「はじめての
古美術鑑賞－漆の装飾と技法－」展開催期間中、根
津美術館ミュージアムショップにて販売
地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線〈表参道〉駅下車
A5出口（階段）より徒歩8分、B4出口（階段とエスカレ
ータ）より徒歩10分、B3出口（エレベータまたはエス
カレータ）より徒歩10分
〒107-0062 東京都港区南青山 6 - 5‐1
TEL 03‐3400‐2536 (代表)

「禅僧の交流－墨蹟と水墨画を楽しむ－」の
見どころを解説いたします。 
・ 第１回　９月   7 日（金） 
・第２回　９月 28日（金）
講師： 福島洋子　（当館学芸員）
※内容は第 1回、第 2回ともに同じです。

 

当館ホームページの「イベント情報」の申込みフォー
ムから、または往復はがき（１参加者につき１枚）に
参加を希望される講演会名・住所・氏名（返信面に
も）・電話番号を明記の上、 
〒107-0062 東京都港区南青山6‐5‐1 
根津美術館講演会係宛
にお送りください。
※ 8月15日（水）午前10時より受付開始（往復はがき
　は当日の消印より有効）。
※先着順で定員になり次第締め切らせていただき
　ます。

展 覧 会 名
主 催
開 催 期 間
開 館 時 間

休  館  日

入  館  料

前  売  券

アク セ ス
       

住     所
お 問 合 せ

関連プログラム 開催 概要
講演会

〈申し込み方法〉

　

スライドレクチャー

特別レクチャー

4

「超・入門―墨蹟とは？」
日時：９月 21日（金）　
講師：福島洋子　（当館学芸員）

「禅僧たちの風雅―海を越えて」
日時 　 9月15日（土）　午後2時～3時30分
講師 　 高橋 範子氏　
　　　  相国寺承天閣美術館　副館長・学芸統括
会場　  根津美術館　講堂
定員　 130名　　　

次回展

新・桃山の茶陶
 2018年10月20日（土）～12月16日（日）

信楽・備前・志野・織部・伊賀など、16世紀末から17世紀初期に

作られた桃山の茶陶。遺跡出土品を交え、再考します。

特別展

　

鼠志野茶碗　銘 山の端

美濃　日本・桃山～江戸時代　17世紀　

根津美術館蔵

 ねずみしの ちゃわん　　　やま　  は

設備整備休館のお知らせ
7月 9日（月）～ 8月 31日（金）

今夏、根津美術館は設備整備のため、上記期間中庭園、
NEZUCAFÉ を含む全館休館とさせていただきます。
あらかじめどうぞご了承ください。

＜記者内覧会のご案内＞
上記展覧会の記者内覧会は、2018 年 8月 31日（金）午後 1時 30分
より開催予定です。ご案内ご希望の方は、当館広報課へご連絡ください。

　※本資料掲載の内容は、予告なく変更になる場合がございます。最新の情報はお問い合わせください。（2018.5）

＜リリース・広報のお問い合わせ＞
根津美術館　広報課： 所 , 村岡 　　TEL：03-3400-2538（直）  　E-mail：press@nezu-muse.or.jp

※スライドレクチャー、特別レクチャーとも、毎回
　午後2時より45分間程度。　開始の 15分前より開場。
※先着順で定員（130名）になり次第締め切らせて　
　いただきます。

企画展 

ぼくせき

ぜんそう　こうりゅう　 ぼくせき　  すいぼくが

重要文化財


